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◎主な内容�◎主な内容�

●平成●平成1818年度決算報告……………………年度決算報告……………………�
●江府町は企業誘致促進に取り組みます　……●江府町は企業誘致促進に取り組みます　……�
●新設小学校名は「江府小学校」　……………●新設小学校名は「江府小学校」　……………�
●ご長寿のみなさんおめでとうございます　…●ご長寿のみなさんおめでとうございます　…�
●高齢者への次々販売にご注意ください　……●高齢者への次々販売にご注意ください　……�
●ふるさとの先輩と交流事業　ほかふるさとの先輩と交流事業　ほか　……………　……………�
●平成平成1919年度小地域懇談会　ほか年度小地域懇談会　ほか　………………　………………�
●生涯学習フェスティバルとっとり生涯学習フェスティバルとっとり20072007　ほか　ほか　…�
●第2828回江府町民バレーボール大会　ほか回江府町民バレーボール大会　ほか　…　…�
●1010月の本棚～町立図書館より～　…………月の本棚～町立図書館より～　…………�
●情報コーナー　………………………………●情報コーナー　………………………………�
●行事あれこれ　　ほか　……………………●行事あれこれ　　ほか　……………………�
●人の動き　ほか　……………………………●人の動き　ほか　……………………………�
●運動会の季節です　…………………………●運動会の季節です　…………………………�
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●平成18年度決算報告……………………�
●江府町は企業誘致促進に取り組みます　……�
●新設小学校名は「江府小学校」　……………�
●ご長寿のみなさんおめでとうございます　…�
●高齢者への次々販売にご注意ください　……�
●ふるさとの先輩と交流事業　ほか　……………�
●平成19年度小地域懇談会　ほか　………………�
●生涯学習フェスティバルとっとり2007　ほか　…�
●第28回江府町民バレーボール大会　ほか　…�
●10月の本棚～町立図書館より～　…………�
●情報コーナー　………………………………�
●行事あれこれ　　ほか　……………………�
●人の動き　ほか　……………………………�
●運動会の季節です　…………………………�
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息をあわせて息をあわせて1010人1111脚　（町民運動会）�息をあわせて10人11脚　（町民運動会）�



23

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう予算�
【特別会計】一般会計と区分し、特定の事業を行う予算�
【町　　税】みなさんが納めた税金�
【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって繰り入れたお金�
【分担金・負担金】�
　　　　　　特別の利益を受けた方から負担していただい�
　　　　　　たお金�
【諸 収 入】雑入など、その他のさまざまな収入�
【地方交付税】所得税など国が徴収した税金の中から、町の�
　　　　　　財政状況に応じて交付されるお金�
【町　　債】町の借金。大きな事業を行うために国や金融�
　　　　　　機関から借り入れたお金�
【国・県支出金】�
　　　　　　特定の目的のために国や県から交付されたお金�
【自主財源】町独自に入ってくるお金�
【依存財源】国や県から交付されたり、借り入れたりしたお金�
【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員などの報酬�
【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。児童手当、医�
　　　　　　療扶助など�
【公 債 費】借り入れたお金の返済金�
【普通建設事業費】�
　　　　　　道路、施設などの新増設、改良などの建設事�
　　　　　　業に使うお金�
【積 立 金】積み立てたお金�
【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など�

平成18年度�

決
算
報
告

決
算
報
告�
決
算
報
告

決
算
報
告�
決
算
報
告�

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。�

歳入総額�
37億605万円�

町　税町　税�
9億1,7141,714万円万円�

24.724.7％�

町　税�
9億1,714万円�

24.7％�

その他�
1億876万円�

2.9％�

自主財源自主財源�
48.148.1％�
自主財源�
48.1％�

依存財源�
51.9％�

繰入金�
1億1,028万円　3.0％�

諸収入�
1億3,230万円　3.6％�

分担金及び負担金�
3,666万円　1.0％�

地方交付税地方交付税�
1212億2,7552,755万円万円�

33.133.1％�

地方交付税�
12億2,755万円�

33.1％�

町債町債�
2億6,6306,630万円万円�

7.27.2％�

町債�
2億6,630万円�

7.2％�

国・県支出金国・県支出金�
3億2,1862,186万円万円�

8.78.7％�

国・県支出金�
3億2,186万円�

8.7％�

その他その他�
5億8,8968,896万円万円�

13.013.0％�

その他�
5億8,520万円�

15.8％�

町税の構成�基金の推移（過去５年間）�

町民一人あたりに使われたお金�

特別会計決算�

固定資産税�
8億737万円�

88.0％�

町民税町民税�
8.9248.924万円万円�
9.79.7％�

町民税�
8.924万円�
9.7％�

たばこ税�
1,053万円�
1.2％�

軽自動車税�
1,000万円�
1.1％�

総務費�

公債費�

民生費�

農林水産業費�

衛生費�

教育費�

土木費�

消防費�

災害復旧費�

議会費�

商工費�

その他�

平成18年度�平成17年度�

6億8,921万円�

7億4,392万円�

平成16年度�

8億3,577万円�

平成15年度�平成14年度�

10億3,320万円�

15億5,449万円�

20億�

15億�

10億�

5億�

会 計 名 �

50万円�

410万円�

4億567万円�

3億4,804万円�

6億6,621万円�

4億1,639万円�

109万円�

1,758万円�

206万円�

1億3,371万円�

2億1,698万円�

579万円�

6,733万円�

416万円�

51万円�

540万円�

22億9,552万円�

50万円�

391万円�

3億1,763万円�

2億4,125万円�

6億5,108万円�

3億7,608万円�

40万円�

1,692万円�

168万円�

1億2,714万円�

2億787万円�

539万円�

5,656万円�

124万円�

27万円�

487万円�

20億1,279万円�

0万円�

57万円�

2,188万円�

4,137万円�

5,000万円�

5,867万円�

0万円�

0万円�

126万円�

4,789万円�

8,272万円�

473万円�

1,819万円�

0万円�

0万円�

0万円�

3億2,728万円�

歳　入� 歳　出�一般会計からの
繰入金�

202,284円�

232,231円�

159,562円�

119,567円�

77,208円�

56,735円�

39,337円�

19,618円�

15,966円�

13,882円�

7,831円�

8,453円�

25万�20万�15万�10万�5万�

歳出総額�
35億6,586万円�

公債費公債費�
7億5,7155,715万円万円�

21.221.2％�

公債費�
7億5,715万円�

21.2％�

その他�
1億1,613万円　3.3％�

積立金�
3,163万円　0.9％�

義務的義務的�
経費経費�

43.643.6％�

義務的�
経費�

43.6％�

投資的経費�
20.9％�

その他のその他の�
経費経費�

35.435.4％�

その他の�
経費�

35.4％�

人件費�
6億6,744万円�
18.4％�

普通建設普通建設�
7億4,7004,700万円万円�

20.920.9％�

普通建設�
7億4,700万円�

20.9％�

物件費物件費�
2億9,8299,829万円万円�

8.48.4％�

物件費�
2億9,829万円�

8.4％�

繰出金繰出金�
3億2,7282,728万円万円�

9.29.2％�

繰出金�
3億2,728万円�

9.2％�

補助費補助費�
4億9,0439,043万円万円�

13.813.8％�

補助費�
4億9,043万円�

13.8％�

扶助費�
1億3051万円　3.7％�

��

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

は
、
三
十
七
億
六
百
五
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
、
八
億
四
千

七
万
円
、
率
に
し
て
十
八
・

五
㌫
減
少
し
ま
し
た
。�

　
自
主
財
源
は
、
十
七
億
八

千
百
五
十
八
万
円
で
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
九
億
千
七
百
十

四
万
円
が
町
税
で
す
。
歳
入

の
二
十
四
・
七
㌫
を
し
め
、

前
年
度
よ
り
、
三
千
四
百
八

十
八
万
円
減
少
（
前
年
度
対

比
三
・
七
㌫
減
）
し
ま
し
た
。�

　
次
に
多
い
の
が
、
五
億
八

千
五
百
二
十
万
円
の
そ
の
他

で
す
。�

　
サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
に
売
却

し
た
土
地
代
金
、
四
億
三
千
三
百

万
円
が
主
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

前
年
度
か
ら
繰
越
し
た
、
一
億
二

千
九
百
三
十
九
万
円
を
含
み
ま
す
。�

　
次
に
諸
収
入
で
す
が
、
介
護
老

人
保
健
施
設
あ
や
め
に
貸
付
け
た

運
営
費
の
う
ち
、
平
成
十
八
年
度

返
済
分
と
し
て
七
千
万
円
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。�

　
基
金
を
取
り
崩
し
た
な
ど
の
繰

入
金
は
一
億
千
二
十
八
万
円
で
、

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、
町

債
な
ど
）
は
、
十
九
億
二
千
四
百

四
十
七
万
円
で
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
は
、
十

二
億
二
千
七
百
五
十
五
万
円
で
、

歳
入
全
体
の
三
十
三
・
一
㌫
を
占

め
ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
、
五
千

四
百
六
十
九
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
起
債
償
還
に
か
か

る
交
付
税
措
置
分
が
増
え
た
た
め

で
す
。�

　
町
債
は
、
二
億
六
千
六
百
三
十

万
円
を
借
り
入
れ
、
道
路
や
施
設

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
前
年
度

よ
り
、
八
億
八
千
二
百
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
国
な
ど
に
お
け
る
三
位

一
体
の
改
革
の
継
続
で
、
国
県
支

出
金
が
、
三
千
七
百
八
十
万
円
と

わ
ず
か
な
が
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。�

八
億
四
千
七
万
円
減�

歳  

入�

八
億
五
千
八
十
六
万
円
減�

歳  

出�

　
歳
出
決
算
額
は
、
三
十
五
億
六

千
五
百
八
十
六
万
円
、
前
年
度
よ

り
八
億
五
千
八
十
六
万
円
減
少
し

ま
し
た
。�

　
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
七
億
五

千
七
百
十
五
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
九
千
三
十
四
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
の
償
還
の

ピ
ー
ク
は
平
成
二
十
一
年
度
で
す
。

よ
っ
て
、
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

は
、
公
債
費
は
増
加
し
て
い
き
ま

す
。�

　
人
件
費
は
、
六
億
六
千
七
百
四

十
四
万
円
、
職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
、

退
職
な
ど
に
よ
り
、
二
千
八
百
二

十
五
万
円
減
少
し
ま
し
た
。�

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
七
億
四

千
七
百
万
円
で
、
九
億
七
百
四
十

万
円
減
少
し
ま
し
た
。
主
な
要
因

は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
あ
や

め
」
完
成
に
よ
る
も
の
で
す
。
あ

や
め
の
建
設
費
を
除
い
た
前
年
度

と
の
比
較
で
は
、
六
千
七
百
六
十

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
補
助
費
は
、
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
な
ど
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
、

二
千
六
十
七
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。�

　
繰
出
金
は
、
十
の
特
別
会
計
に

総
額
三
億
二
千
七
百
二
十
八
万
円

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
、す
べ
て

の
特
別
会
計
の
運
営
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

情報公開個人情報保護�
審査会�

住宅新築資金等貸付事業�

国民健康保険（事業勘定）�

国民健康保険（施設勘定）�

介護老人保健�

介護保険（保険事業勘定）�

介護保険（サービス事業勘定）�

老人保健施設�

笠良原市民農園�

簡易水道事業�

農業集落排水事業�

林業集落排水事業�

特定環境保全公共下水道
事業�

江尾財産区�

神奈川財産区�

米沢財産区�

　　　合　　計�
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「
魅
力
あ
る
地
方
」
の
創
出
に
向
け
て
前

向
き
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
、
地

方
交
付
税
な
ど
の
支
援
措
置
が
あ
る
「
頑
張

る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
支
援
内
容
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
一
年
あ
た
り
三

千
万
円
を
限
度
に
、
三
年
間
特
別
交
付
税
で

財
政
支
援
さ
れ
る
も
の
で
す
。�

　
町
は
、
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
一
年

の
三
年
間
で
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
平
成
二
十
年
度
以
降
も
、
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
組
む
予
定
で
す
。�

プロジェクトの目
的、概要および具
体的な成果目標�

プロジェクト名�

プロジェクトの期間�

名　　　称�

環境影響観測事業�

水資源環境調査�

総事業費�

事業費�事　　業　　概　　要�

企業立地促進プロジェクト�

平成19年～平成21年�

（目的、概要）�
　雇用の拡大や若者の定住促進など、町の活性化のため、企業誘
致を積極的に進める。�
　また、進出企業は、町内の環境に負荷を与えない、自然と調和
がとれ共存を目指す企業とする。�
　さらに、工業のみにとどまらず、町内農林業や商業、観光関連
の企業との異業種交流を盛んにし、産業全体の発展を図るものと
する。�

（具体的な成果目標）�

○　製造品出荷額�

（実績）平成17年度　150,873千円�

（目標）平成19年度　200,000千円　　平成20年度　350,000千円�

　　　　平成21年度　400,000千円�

水資源環境調査�
　工場進出周辺地域の環境影響調査のため、観測機器の整備や専
門家による現地調査・河川などの基本データの収集を行なう。こ
の結果を住民に公表するとともに、資源の活用と自然環境保護の
調和を図る。�
　◯ 水量計設置工事�
　◯ 環境影響調査委託�
　◯ 環境影響評価委員会�

企業誘致促進のため、道路・情報通信施設環境等を整備する。�

　◯ 道路改良工事�

　◯ 光ファイバーケーブル移設�

　◯ 工業団地水路整備及び整地工事�

72,777�
（30,000）�

67,277�
（26,500）�

5,500�
（3,500）�

千円�

江
府
町
は

江
府
町
は
、�

　
　
企
業
誘
致
促
進
に
取
り
組
み
ま
す

　
　
企
業
誘
致
促
進
に
取
り
組
み
ま
す�

江
府
町
は

江
府
町
は
、�

　
　
企
業
誘
致
促
進
に
取
り
組
み
ま
す

　
　
企
業
誘
致
促
進
に
取
り
組
み
ま
す�

江
府
町
は
、�

　
　
企
業
誘
致
促
進
に
取
り
組
み
ま
す�プロジェクトを構成する施策・事業�

※（　　）内は平成19年度事業費�
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九
月
二
十
五
日
、
江
府
町
統
合
小
学
校

名
審
議
会(

千
藤
　
尭
委
員
長
、
十
八
名)

よ
り
町
長
へ
、
平
成
二
十
一
年
四
月
開
校

の
新
設
小
学
校
名
の
審
議
結
果
が
答
申
さ

れ
ま
し
た
。�

　
（
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
）�

　
答
申
書
の
提
出
に
あ
た
り
千
藤
委
員
長

は
、
「
公
募
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
中
か

ら
慎
重
に
審
議
し
て
選
び
ま
し
た
。
委
員

の
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
の

結
果
で
す
。
話
し
合
い
の
過
程
を
町
民
の

み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
と
の
思
い
を
こ
め

て
意
見
を
付
し
ま
し
た
。
」
と
説
明
。�

　
こ
れ
を
受
け
て
町
長
は
「
審
議
会
の
答

申
結
果
を
尊
重
し
た
い
。
早
速
今
議
会
に

報
告
し
、
決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
回
答
し
ま
し
た
。�

　
校
名
決
定
を
受
け
て
町
で
は
今
後
、
校

歌
や
校
章
の
制
定
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
。�

　
な
お
、
統
合
に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な

問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
通
学
方
法
に
つ
い

て
は
、
全
町
の
公
共
交
通
形
態
も
含
め
現

在
役
場
内
に
チ
ー
ム
を
作
り
検
討
中
で
す
。�

全
世
帯
へ
向
け
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
中
で
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　私ども江府町統合小学校名審議会は、去る平成19年６月１日付をもって江府町長の委嘱を受け、平

成21年開校の統合小学校名について協議、検討してまいりました。�

　小学校統合検討委員会は、町長から「江尾小学校を母体とした統合」について諮問を受け、平成18

年３月、「既存施設を活用することが望ましい」と答申されました。これを受け町では、厳しい財政

状況の下、優先課題として江尾小学校舎の耐震及び大規模改修工事を執行されるなど、統合に向けて着々

と歩を進めている状況にあります。�

　このような中、町内４校が統合し、新たな小学校として開校するという�

ことを踏まえ、次のとおり答申いたします。�

�

�

統合小学校の名称について�

�

　　　　●統合小学校名は『江府小学校』とすることが望ましい。�
�

　第１回審議会において、住民意見を反映させるひとつのすべとして「公募」を採用すべきと決定し、

募集期間ひと月を設定して住民及び在職者、各学校を通じて小中学生を対象にチラシを配布した。こ

れをもとに五点『江美』『希望が丘』『こうふ』『江府』『チロル』にしぼって委員個々の思いや所

属団体の中で出た意見などを考慮しながら審議した。最終的には『江美』『江府』の二点に集中し、

参考として無記名投票を行ったが、答申するにあたり話し合って全員一致のうえ審議会としての意見

をまとめるべきとの方針を定め、改めて協議した。�

この結果、�

　★公募では、児童生徒の「江府」が多い。�

　★『江美』と字が変わっても響きが「エビ」では吸収のイメージはぬぐえない。�

　★４校が一つになり新しい学校ができるということが、子どもにも理解しやすい。�

　★将来的に合併した場合でも「江府」の名が残る。�

などの理由により『江府小学校』とした。�

江府町統合小学校の名称について（答申）�

新設小学校名は「江府小学校」�
～校名審議会答申を受け、決定～�
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敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
節
目

年
齢
を
迎
え
る
百
三
十
五
人
の
方

に
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長

さ
ん
・
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
町

か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。�

　
対
象
の
方
は
在
宅
で
、
平
成
十

九
年
一
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
該
当
年
齢
に
達
す
る
方

で
す
。�

　
　
喜
寿
（
七
七
歳
）
　
六
十
人�

　
　
傘
寿
（
八
〇
歳
）
五
十
一
人�

　
　
米
寿
（
八
八
歳
）
二
十
二
人�

　
　
白
寿
（
九
九
歳
）
　
　
二
人�

　�　
九
月
十
四
日
に
は
、
九
十
五
歳

以
上
の
長
寿
の
方
を
お
祝
い
し
、

町
長
が
町
内
十
五
名
の
お
宅
を
訪

れ
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。�

　
中
に
は
、
ご
本
人
が
受
け
取
ら

れ
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
さ
れ
る
な

ど
、
元
気
な
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。�

�������

　
ま
た
、
本
年
は
杉
谷
の
片
山
節

子
さ
ん
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
百

歳
の
長
寿
に
対
す
る
祝
状
と
銀
杯

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。�

����������

九
〇
歳
以
上
の�

　
　
長
寿
の
み
な
さ
ん
の
紹
介�

　
本
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
に
、
九
十
歳
以
上
に

な
ら
れ
る
方
で
す
。�

江
尾
小
学
校
区
（
四
七
名
）�

車
　
　
　
琴
さ
ん
（
一
〇
四
歳
）�

木
村
サ
ダ
コ
さ
ん
（
一
〇
二
歳
）�

戸
田
ユ
キ
コ
さ
ん
　
（
九
八
歳
）�

坂
本
　
静
枝
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

　
岡
　
定
子
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

山
口
　
ち
よ
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

宇
田
川
壽
榮
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

澤
田
重
太
郎
さ
ん
　
（
九
六
歳)�

角
田
き
ぬ
　
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

梅
林
　
春
子
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

安
田
　
　
梅
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

長
尾
ふ
さ
よ
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

木
山
て
る
こ
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

末
次
　
文
惠
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

藤
岡
ふ
さ
こ
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

來
海
　
久
子
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

　
岡
　
一
枝
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

新
見
　
　
修
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

遠
藤
　
愛
子
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

中
村
　
ナ
ツ
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

白
川
　
あ
き
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

砂
口
　
節
枝
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

手
島
　
　
京
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

清
水
た
か
代
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

川
上
　
初
枝
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

關
内
　
富
子
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

加
藤
　
静
枝
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

宮
本
喜
美
子
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

田
口
千
代
子
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

岡
田
　
正
一
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

谷
田
喜
代
治
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

石
原
　
絢
女
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

六
浦
　
盛
雄
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

吉
川
と
よ
子
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

森
下
　
千
代
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

　
岡
　
　
子
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

神
庭
　
静
子
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

千
藤
　
由
江
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

清
水
　
綾
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

奥
田
　
利
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

福
田
　
幸
枝
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

永
岡
き
し
ゑ
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

眞
田
　
良
一
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

矢
村
　
敦
美
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

清
水
　
亮
祐
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

木
谷
　
照
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

加
藤
　
信
義
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

米
沢
小
学
校
区
（
二
五
名
）�

片
山
　
節
子
さ
ん
　
（
九
九
歳)�

川
上
　
泰
代
さ
ん
　
（
九
九
歳)�

岡
　
と
し
こ
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

山
本
　
正
枝
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

末
次
　
金
美
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

澤
田
か
ね
よ
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

川
上
　
春
子
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

松
本
　
照
子
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

大
岩
　
　
操
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

井
上
千
代
美
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

土
橋
　
ひ
で
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

川
上
　
正
江
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

三
上
　
修
治
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

末
次
　
録
郎
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

加
藤
も
と
よ
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

上
前
二
三
子
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

谷
口
　
幸
惠
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

小
倉
ひ
さ
子
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

伊
達
千
代
子
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

川
上
　
　
清
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

大
倉
き
み
ゑ
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

大
森
　
貞
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

川
上
喜
世
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

谷
口
　
瀧
夫
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

川
上
喜
代
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

明
倫
小
学
校
区
（
一
六
名
）�

水
田
　
安
市
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

麻
生
コ
キ
ク
さ
ん
　
（
九
六
歳)�

影
山
　
信
明
さ
ん
　
（
九
六
歳)�

古
川
　
敏
子
さ
ん
　
（
九
六
歳)�

石
原
　
明
哉
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

佐
々
木
雅
子
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

三
輪
　
由
江
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

山
部
　
豐
子
さ
ん
　
（
九
四
歳)�

生
田
ミ
ツ
ノ
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

藤
原
ス
ミ
エ
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

松
原
　
篤
子
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

古
川
　
直
行
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

西
原
　
　
巖
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

三
輪
實
惠
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

土
井
垣
一
郎
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

松
井
喜
久
江
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

俣
野
小
学
校
区
（
一
六
名
）�

長
谷
川
高
治
郎
さ
ん
　
（
九
九
歳)�

長
谷
川
八
重
子
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

加
藤
　
好
枝
さ
ん
　
（
九
七
歳)�

磯
江
　
清
枝
さ
ん
　
（
九
五
歳)�

藤
原
四
万
代
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

加
藤
　
春
枝
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

藤
原
　
晴
江
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

木
山
不
二
慧
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

藤
原
ミ
サ
子
さ
ん
　
（
九
三
歳)�

宮
本
つ
ね
子
さ
ん
　
（
九
二
歳)�

下
原
　
晴
子
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

藤
原
　
義
仁
さ
ん
　
（
九
一
歳)�

山
中
　
藤
枝
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

加
藤
貴
美
枝
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

宮
本
美
代
子
さ
ん
　
（
九
〇
歳)�

南
波
　
　
榮
さ
ん
　
（
九
〇
歳)

ご
長
寿
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�
ご
長
寿
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�
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　高齢者の相談をみると、家にいることの多い一人暮らしの方がターゲットになっています。また、加齢に

よる認知症などにより、判断能力が不十分な高齢者の相談もあります。�

　高齢者の相談では、契約者自身が「被害にあったことに気づいていない」「被害にあっても誰にも相談し

ない」という特徴があり、被害が潜在化しやすい傾向にあります。�

（相談事例）国民生活センターのホームページから�

○　以前購入した布団の点検と称して訪問を受け、新しい布団の契約をしてしまった。�

○　一人暮らしの親が、高額の布団を次々と購入していることがわかった。布団の検査と称して、家

　に上がりこみ、無理やり契約させられた。�

○　５年前にシロアリ駆除を依頼してから、次々と床下換気扇や耐震補強工事を勧めてくる業者の信

　用性を教えてほしい。�

○　親が排水管の清掃を契約した。翌日の施工時に床下調湿剤を契約した。今後、訪問販売で契約し

　た場合、解約したいときはどうしたらよいか。�

○　電話勧誘で、新聞への氏名掲載を勧誘され契約した。一度契約したら、他業者から次々勧誘される。

　以後勧誘されたくない。�

○　訪問販売で門札を契約した業者から、仏壇の絵仏を勧誘されお金がないと断ったが、仏壇には脇

　仏が必要と言われ契約した。解約したい。�

○　高齢で一人暮らしの母が、訪問販売で高額な印鑑を次々契約して生活費に困る状態だ。�

もし、このような被害にあっている方が身近にいらっしゃれば、役場まで相談ください。�

町では、１０月1日から消費生活に関する相談窓口を開設しました。高齢者の消費者

被害の未然・拡大防止には、町民の皆さんの見守りが必要です。�

（アドバイス）�
○　訪問（電話）の目的や身元を確認する�

○　甘い誘い、不安感をあおる勧誘にはのらない（説明をうのみにせず、冷静に）�

○　個人情報は話さない（財産内容など教えない）�

○　理解出来ないままでの同意はしない（『あいまいな態度』『後でどうにかなる』は危険）�

○　必要でないものは「いらない」とはっきり毅然と断る（『クレジット』などの活用の契約は要注意）�

○　日ごろの備えが自分を救う（『自分だけは大丈夫』という気持ちが、気のゆるみに）�

○　困ったときには、周りに相談する（トラブルになったら、早い段階で信頼できる人に相談する）�

○　クーリングオフ制度を活用して契約を解除する（訪問販売の場合は、８日以内）�

高齢者への次々販売に高齢者への次々販売に�
ご注意くださいご注意ください�

高齢者への次々販売に高齢者への次々販売に�
ご注意くださいご注意ください�

高齢者への次々販売に�
ご注意ください�

～１人の消費者に商品などを次々と販売するトラブル～�
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九
月
十
四
日
、
米
沢
小
学
校
で
卒
業
生
・
新
壽
夫
さ
ん
と
児
童
と
の
交
流

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
新
さ
ん
は
、
昭
和
十
年
御
机
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
五
年
に
大
学
を
卒
業

さ
れ
た
後
、
現
在
ま
で
弁
護
士
と
し
て
東
京
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
午
前
中
、
児
童
全
員
が
新
さ
ん
の
お
話
を
聴
き
な
が
ら
御
机
集

落
を
見
学
。
神
社
で
は
、
新
さ
ん
の
少
年
時
代
の
思
い
出
や
当
時
の
周
辺
の

様
子
な
ど
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。�

　
午
後
は
、
授
業
参
観
の
あ
と
体
育
館
で
『
村
の
昔
、
村
の
今
』
と
題
し
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
は
広
く
町
内
全
域
に
呼
び
か
け
て
お

り
、
体
育
館
に
並
べ
ら
れ
た
い
す
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
来
場
者
で
、

新
さ
ん
の
「
な
つ
か
し
い
同
級
生
の
顔
も
あ
り
少
し
恥
ず
か
し
い
気
が
し
ま

す
」
と
の
言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。
新
さ
ん
は
、
米
沢
と
い
う
地
名
の
由
来

や
子
ど
も
の
こ
ろ
の
季
節
の
行
事
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
後
輩
た
ち
へ
は

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い

こ
と
を
発
見
し
た
り
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
り
し
て
自
分
の
世
界
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
最
後
に
児
童
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
交
流
授

業
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�

ふ
る
さ
と
の
先
輩
と
交
流
授
業

ふ
る
さ
と
の
先
輩
と
交
流
授
業�

〜
米
沢
小
児
童
と
新

〜
米
沢
小
児
童
と
新 

壽
夫
さ
ん
（
御
机
出
身
）
〜

壽
夫
さ
ん
（
御
机
出
身
）
〜�

ふ
る
さ
と
の
先
輩
と
交
流
授
業�

〜
米
沢
小
児
童
と
新 

壽
夫
さ
ん
（
御
机
出
身
）
〜�

ブライアン
のフリートーク②

こんにちは、皆さん！�

　またブライアンです。先月の記事はお楽しみしましたでしょうか。実は書きすぎたので、略�

しなければなりませんでした。そのためにちょっと変になったのかも知れません。今月は簡単�

な英語の表現を教えたいと思います。�

Hello/Good afternoon　=　こんにちは　　Good morning　=　おはようございます�

Good evening　=　こんばんは　　Good night=おやすみなさい�

　＊Helloはいつでも使えます。一般的なあいさつです。Good morningは午前中、Good 　�

　　afternoonは昼間、Good Eveningは夜。Good nightはおやすみなさいという意味です。�

�

How are you　=　あなたの気分はどうですか。�

　＊「How are you」という表現はあいさつとして使われているが、普通の質問でもあります。返事�

　は書き尽くせないくらいありますが、これらはその中の例文です。�

　「I’m okay～私は大丈夫～」　「I’m sick～風邪をひいた～」　「I’m tired～疲れた～」�

　「I’m hot～暑い～」　「I’m angry～怒った～」　「I’m sad～悲しい～」　「I’m fine～元気～」�

　「I’m sleepy～眠い～」�

　Who=誰？What=何？Where=何処？When=いつ？Why=何故？How=どうやって、どんな風に？�

　これらは会話の最も重要な部分なので、覚えておいたら大変役に立つと思います。続きまして�

　は多少の例文です。�

　■Where is the bathroom?　　お手洗いは何処ですか。�

　■When is the next train coming?　　次の電車はいつに来るんでしょうか。�

　■Who’s calling?　　どちら様ですか。　　■How do you feel?　　気分はどう？�

　■What should I do?　　どうしたらいいんですか。�

▲御机神社で�

▲子どもにわかりやすく�
　話してくださいました�
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今
年
度
の
人
権
同
和
問
題
小
地

域
懇
談
会
が
、
十
月
二
十
三
日(

水)

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
十
月
九
日
（
火
）

午
後
七
時
か
ら
防
災
・
情
報
セ
ン

タ
ー
で
出
向
者
の
事
前
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。�

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
暮
ら
し

の
中
の
人
権
感
覚
〜
県
民
意
識
調

査
か
ら
見
え
る
も
の
〜
」
で
す
。�

　
私
た
ち
は
、
人
の
こ
と
を
知
り

た
い
と
思
う
気
持
ち
が
あ
る
と
同

時
に
、
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
人

に
知
ら
れ
た
く
な
い
、
知
ら
せ
る

必
要
が
な
い
な
ど
、
自
分
に
関
す

る
事
柄
（
個
人
情
報
）
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
権
利
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

本
人
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
調
べ

る
こ
と
や
、
調
査
に
協
力
す
る
こ

と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
い

う
人
権
侵
害
行
為
に
な
る
の
で
す
。�

　
身
元
調
査
の
多
く
は
、
同
和
地

区
出
身
者
や
在
日
外
国
人
、
病
歴

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
結

果
で
人
の
優
劣
を
判
断
し
よ
う
と

す
る
意
識
に
由
来
し
て
行
わ
れ
ま

す
。�

　
今
年
の
小
地
域
懇
談
会
で
は
、

県
民
意
識
調
査
結
果
を
基
に
、
身

元
調
査
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
を
話
し

合
い
ま
す
。�

　
出
向
者
、
参
加
者
と
も
人
の
話

を
共
感
的
に
、
最
後
ま
で
し
っ
か

り
と
聞
く
こ
と
や
、
自
分
の
気
持

ち
を
素
直
に
話
す
こ
と
な
ど
、
堅

苦
し
い
懇
談
会
に
な
ら
な
い
よ
う

お
互
い
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

す
。�

　
あ
な
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。�

●
各
集
落
の
日
程
●�

�

・
十
月
二
十
三
日�

　
　
　
　
西
成
・
本
町
二�

・
十
月
二
十
四
日�

　
　
　
　
武
庫
・
本
町
三�

・
十
月
二
十
五
日�

　
　
　
　
佐
川
・
吉
原�

・
十
月
二
十
六
日�

　
　
　
　
袋
原
・
美
用�

・
十
月
三
十
日�

　
　
　
　
柿
原
・
池
の
内�

・
十
月
三
十
一
日�

　
　
　
　
本
町
五�

・
十
一
月
　
二
日�

　
　
　
　
下
蚊
屋�

・
十
一
月
　
六
日�

　
　
　
　
杉
谷
・
新
道�

・
十
一
月
　
七
日�

　
　
　
　
小
原
・
下
安
井�

・
十
一
月
　
八
日�

　
　
　
　
本
町
四
・
洲
河
崎�

・
十
一
月
　
九
日�

　
　
　
　
半
の
上
・
宮
の
前�

　
　
　
　
宮
市
原
・
本
町
一�

・
十
一
月
十
三
日�

　
　
　
　
新
町
一
・
大
満�

・
十
一
月
十
四
日�

　
　
　
　
新
町
二
・
貝
田�

・
十
一
月
十
六
日�

　
　
　
　
助
沢
・
尾
之
上
原�

・
十
一
月
二
十
日�

　
　
　
　
御
机
・
笠
良
原�

　
　
　
　
大
河
原�

・
十
一
月
二
十
一
日�

　
　
　
　
久
連
・
一
旦�

・
十
一
月
二
十
二
日�

　
　
　
　
小
江
尾
・
荒
田�

・
十
一
月
二
十
七
日�

　
　
　
　
栗
尾
・
日
の
詰�

・
十
一
月
二
十
八
日�

　
　
　
　
宮
市
・
深
山
口�

・
十
一
月
二
十
九
日�

　
　
　
　
下
蚊
屋�

＊
日
程
は
、
集
落
の
都
合
で
変
更

　
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
開
始
時
刻
は
、
集
落
ご
と
に
各

　
戸
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
人
権
・
同
和
教
育
講
座
た
ん
ぽ

ぽ
学
級
は
、
今
年
も
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
町
い
っ
ぱ
い

に
人
権
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の

学
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。�

　
近
年
の
学
級
で
は
毎
回
、
そ
の

日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

で
語
り
合
う
時
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
声
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。�

●
第
一
回
講
座�

鳥
取
県
人
権
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

加
持
谷
典
範
さ
ん
の
講
演
「
人
権

確
立
の
軌
跡
〜
戦
後
六
十
二
年
の

歩
み
か
ら
〜
」
を
聴
き
ま
し
た
。�

＊
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て

　
い
く
こ
と
が
難
し
い
。
建
前

　
と
し
て
考
え
て
い
く
自
分
を

　
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
。�

＊
自
分
の
周
り
に
い
る
人
た
ち

　
に
ど
う
伝
え
、
ど
う
話
し
て

　
い
く
か
。
つ
な
が
っ
て
一
緒

　
に
学
習
し
て
い
く
こ
と
が
大

　
切
。�

●
第
二
回
講
座�

大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所

長
・
山
根
　
浩
さ
ん
の
講
演｢

部

落
差
別
と
人
権
感
覚
」
を
聴
き

ま
し
た
。�

＊
小
さ
な
変
化
に
気
づ
く
目
を

　
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
見
逃

　
し
て
い
る
と
き
の
ふ
が
い
な

　
さ
を
反
省
し
た
。
お
互
い
に

　
感
じ
あ
う
こ
と
で
豊
か
な
人

　
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。�

＊
『
誰
か
の
た
め
に
』
と
い
う

　
考
え
は
今
後
捨
て
て
い
か
な

　
け
れ
ば
と
思
う
。
自
分
の
為

　
に
す
る
。�

＊
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見

　
え
て
く
る
も
の
。
た
だ
見
逃

　
し
て
い
る
だ
け
。
知
識
を
得

　
る
こ
と
で
側
面
か
ら
も
見
え

　
て
く
る
。�

あ
な
た
も
、
次
の
講
座
に
参
加
し
て

多
く
の
仲
間
と
語
り
合
い
、
自
分
を

み
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

第33回江府町・人権同和教育研究集会　12月６日（木）�

は
じ
ま
り
ま
す
！�

平
成
十
九
年
度 

小
地
域
懇
談
会�

人権・同和教育講座�
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十
月
六
日
〜
八
日
の
三
日
間
、
米
子
市

文
化
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
、
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
っ
と
り
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
平
成
十
七
年

度
に
開
か
れ
た
ま
な
び
ピ
ア
と
っ
と
り
を

き
っ
か
け
に
、
生
涯
学
習
の
広
が
り
を
願

っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
鳥
取
県
と

し
て
の
開
催
は
三
回
目
と
な
り
ま
す
。�

　
会
場
に
は
、
三
日
間
に
わ
た
り
、
手
工

芸
作
品
の
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
特
産

品
販
売
テ
ン
ト
な
ど
が
並
び
、
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
や
屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
西

部
の
団
体
を
中
心
と
し
て
日
頃
の
活
動
の

成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
江
府
町
か
ら
は
、
作
品
展
示
の
部
に
公

民
館
講
座
の『
押
し
花
』と
『
カ
ン
ト
リ
ー

ド
ー
ル
』
が
、
ホ
ー
ル
で
の
舞
台
発
表
に

チ
ロ
ル
ベ
ル
フ
レ
ン
ド
（
ハ
ン
ド
ベ
ル
）
、

そ
し
て
屋
外
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
明
倫
小
学

校
の
『
伯
耆
天
神
ば
や
し
太
鼓
』
と
米
沢

小
学
校
の
『
米
沢
っ
子
神
楽
』
が
参
加
し
、

小
さ
く
て
も
明
る
く
元
気
、
輝
き
の
あ
る

ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。�

学
ぶ
心
、
い
つ
ま
で
も
…

学
ぶ
心
、
い
つ
ま
で
も
…�
学
ぶ
心
、
い
つ
ま
で
も
…�

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
っ
と
り

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
っ
と
り�

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
っ
と
り

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
っ
と
り�

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
っ
と
り�

200720072007
in 西部�

平
成
二
十
年 

江
府
町
成
人
式�

平
成
二
十
年
の
成
人
式
は
一
月
十
三
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。�

(

該
当
者
は
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
で
す
）�

　
　
■
受
　
　
付
　
午
前
九
時
か
ら�

　
　
■
写
真
撮
影
　
午
前
九
時
四
十
分
か
ら�

　
　
■
式
　
　
典
　
午
前
十
時
か
ら�

　
　
■
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
ー
　
正
午
か
ら�

＊
該
当
の
み
な
さ
ん
に
は
、
後
日
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
公
民
館
（
電
話
七
五
―
二
〇
〇
五
）
ま
で�

江府町文化祭 2007

■あなたの力作を募集します■�

●芸能発表会� 日　時：11月10日（土）　午前10時から�

場　所：ＪＡ江府支所前特設ステージ�

　絵画・写真・書道・手芸など、あなたの作品を文化祭で披露�
してみませんか？�
　作る人が楽しい気持ちで仕上げた作品はきっと見る人をも楽�
しい気持ちにさせてくれます。ぜひあなたの「楽しい」をみな�
さんにもおすそわけしてください！�

＊出展いただける方は、作品の種類、サイズなどをご連絡くだ�
さい。作品数は　ひとり二点までです。�
　　　　連絡先　　江府町公民館（電話75－2005）�

●音楽発表会� 日　時：11月11日（日）　午後１時から�

場　所：江府中学校　体育館�

●作 品 展 示� 日　時：11月３日(祝)～11日(日）�

場　所：防災・情報センター�

▲明倫小『伯耆天神ばやし太鼓』� ▲米沢小『米沢っ子神楽』�

▲展示会場を彩った「おし花」と�
　「カントリードール」�

▲小学生を中心に｢チロルベルフレンド｣�
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第28回江府町民バレーボール大会�
　恒例の町民バレーボール大会が10月７日（日）、運動公

園総合体育館において行われ、Ａ、Ｂ両リーグに５チーム

ずつが参加して熱戦を展開しました。�

　予選は、５チームのなかで２試合ずつ対戦する変則リー

グを行い、勝敗や得失点差の結果で上位３チームが決勝リ

ーグに進出。両リーグともに、予選から無敗の新町一丁目、

米原が優勝の栄冠に輝きました。�

　結果は次のとおりです。�

【　Ａリーグ　】�
●　予選リーグ　　①　新町一丁目�

　　　　　　　　　②　新道・一旦�

　　　　　　　　　③　本町五丁目�

　　　　　　　　　④　本町二丁目�

　　　　　　　　　⑤　貝田Ａ�

�

●　決勝リーグ　　①　新町一丁目�

　　　　　　　　　②　新道・一旦�

　　　　　　　　　③　本町五丁目�

【　Ｂリーグ　】�
●　予選リーグ　　①　米原�

　　　　　　　　　②　貝田Ｂ�

　　　　　　　　　③　佐川�

　　　　　　　　　④　俣野連合�

　　　　　　　　　⑤　小江尾�

�

●　決勝リーグ　　①　米原�

　　　　　　　　　②　佐川�

　　　　　　　　　③　貝田Ｂ�

Ａ
リ
ー
グ
、
新
町
一
丁
目
が
Ｖ
３
！

Ａ
リ
ー
グ
、
新
町
一
丁
目
が
Ｖ
３
！�

〜
Ｂ
リ
ー
グ
は
米
原
が
連
覇
〜

〜
Ｂ
リ
ー
グ
は
米
原
が
連
覇
〜�

Ａ
リ
ー
グ
、
新
町
一
丁
目
が
Ｖ
３
！�

〜
Ｂ
リ
ー
グ
は
米
原
が
連
覇
〜�

　
十
月
五
日
、
運
動
公
園
総
合
体

育
館
に
お
い
て
、
江
府
町
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
明
徳
学
園
学
生
自
治
会

共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、

二
十
八
回
目
を
迎
え
る
今
年
も
、

七
チ
ー
ム
の
精
鋭
が
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊�

　
子
供
の
国
保
育
園
園
児
に
よ
る

和
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
あ

と
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
玉
入
れ
な
ど

の
五
種
目
で
得
点
を
競
い
、
和
や

か
な
中
に
も
勝
ち
負
け
を
意
識
し

た
真
剣
な
表
情
。
ま
た
園
児
と
の

交
流
「
と
も
だ
ち
み
つ
け
た
」
で

は
同
じ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
園
児
と

仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
。

フ
ロ
ア
に
は
終
始
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。�

　
熱
戦
の
結
果
、
俣
野
地
区
で
構

成
さ
れ
る
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
が
優

勝
、
以
下
、
米
沢
Ａ
、
神
奈
川
Ａ

と
続
き
ま
し
た
。�

　
選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
健
康
に
気
を
つ
け
て
来

年
も
ぜ
ひ
元
気
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！�

江府町高齢者スポーツ大会�

▲白熱の空中戦�

▲女性パワー爆発！米原�▲AリーグV3！新町一丁目�



もしあなたが世界からこぼれ落ち
ても、私が両手をのばして、受け
止めよう―『博士の愛した数式』
『ミーナの行進』の小川洋子が世
界の片隅に灯りをともす、珠玉の
ナイン・ストーリーズ。�

★夜明けの縁をさ迷う人々� 小川洋子�

いつもつるんでいた同級生の若桜
♀が、校舎内で殺された。残され
たのは犯人からのメッセージと、
もうひとつの死体。私♂と親友・
海里♂は真相解明へと乗り出す。
現役鳥取商業高校生が描く学園猟
奇ミステリー小説。�

★有機の袋に矛盾を詰めて� 浦淵丸尾�

十月の本棚�十月の本棚�
～町立図書館より～�～町立図書館より～�

・エスピオナージ　　麻生　幾　　・楽園　上・下　　宮部みゆき　　・木洩れ日に泳ぐ魚　　恩田　陸�

・晩夏のプレイボール　　あさのあつこ　　・包帯クラブ　　天童荒太　　・沈底魚　　曽根圭介�

・ゴーレム100　　アルフレッド・ベスター　　・REVERSE（リバース）　　石田衣良�

・ゾラ・一撃・さようなら　　森　博嗣　　　★夜明けの縁をさ迷う人々　　小川洋子　　�

・旧怪談―耳袋よりー　　京極夏彦　　　・悪人　　吉田修一　　・ＨＥＲＯ　映画版　　蒔田陽平�

・リアル鬼ごっこ　　山田悠介　・＠ベイビーメール　　山田悠介　　・がらくた　　江國香織　�

・新十戒　　シドニィ･シェルダン　　　★有機の袋に矛盾を詰めて　　浦淵丸尾�

・ありがとう、さようなら　　瀬尾まいこ　　・ワタシは最高にツイている　小林聡美�

�

●あたらしくはいった本�

●今月のおすすめ！�

10月27日から11月9日は、「読書週間」です!�

秋の夜長に、読書はいかがですか？�

今年の「読書週間」の標語は、「君�

と読みたい本がある。」です。そ�

こで今月は、読み聞かせにおすす�

めの本を集めて展示します！�

一冊でも借りて、ぜひ家庭で読んでみて�

ください。（展示こーなーで、10/15～）�

君と読みたい本がある。君と読みたい本がある。�君と読みたい本がある。�

小説・エッセイ�

・余命三ヶ月のラブレター　　鈴木ヒロミツ　　・王様は裸だと言った子供はその後どうなったか　　森　達也�

・米原万里の「愛の法則」　　米原万里　　・いつまでもデブと思うなよ　　岡田斗司夫�

・人は「暗示」で９割動く！　　内藤諠人　　・山古志村のマリと三匹の子犬　　桑原眞二・大野一興�

・ハローバイバイ・関暁夫の都市伝説　関　暁夫　　・面白いほどよくわかる宇宙の大疑問　　壺井宙太�

・乳がんリスクファクターのすべてを知る！　　サミュエル・エスプタイン　　・知的な距離感　　前田知洋�

・「1日30分」を続けなさい！　　古市幸雄　　・あおぞらの星―夜回り先生と考えるー　　水谷　豊�

・働かないで年収5160万円稼ぐ方法　　川島和正　・生物と無生物のあいだ　　福岡伸一�

・適当教典　　高田純次　　・災害復興とそのミッション　　片山善博・津久井進�

�

そのほか�

・ラストサマー（トラベリング・パンツ３）/ジーンズ・フォーエバー（トラベリング・パンツ４）　アン・ブラッシェアーズ�

・ＮＯ．６（ナンバーシックス）♯1～３　　あさのあつこ　　・Dive！　４　　森　絵都�

・みんなで考えよう！世界を見る目が変わる50の事実　　　ジェシカ・ウィリアムズ�

・作文なんてカンタンだ！　　斎藤　孝�

�

児童・ヤングアダルト向け�

江府町立図書館�

平　　日　8：30～19：00�
土日・祝　8：30～17：30�
Ｔ Ｅ Ｌ：75-2005

開館時間�
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●今月の展示�



「リサイクルフェア2007」開催�
　このリサイクルフェア2007は、ごみ減量化・リサイ

クルの推進について体験できる機会を提供することによ

り、ごみ問題についての関心を高めていただくことを目

的として開くものです。�

　当日は、多数の展示物やリサイクル体験・実演コーナ

ーなど多くのアトラクションを用意してみなさんの来場

をお待ちしています。�

○日　　時　10月28日　９時から14時まで�

○場　　所　鳥取県西部広域行政管理組合�

　　　　　　リサイクルプラザ・エコスラグセンター�

○問合せ先　リサイクルプラザ　電話0859－68－4071

10月15日から21日は行政相談週間です�
行政相談のご案内�

　行政相談は、役所の仕事や手続き、サービスなどで「苦
情がある、困っている」「どこに相談したらいいのか分
からない」などといったことを受付け、公平中立の立場
から関係機関に斡旋を行い、その解決や実現を促進し、
行政運営の改善を図る制度です。�
　相談は無料で秘密は堅く守られます。お気軽にご利用
ください。�
《たとえばこんな相談を》�
　○年金・医療保険・老人保健・福祉・雇用保険・労災
　　保険・登記・戸籍事務など�
　○苦情がある。説明、措置に納得できない。どこに相
　　談したらよいか分からない。�
　○制度や仕組みが分からない。　　　　　　など�
　江府町では、「人権・行政相談所」を毎月一回（原則
第２水曜日）定期的に開いています。�
　今後の予定　11月14日　９時から12時�
　　　　　　　12月５日　９時から12時�

江府消防署事務室移動について�
　10月１日から、事務室が２階に移動しています。

ご用の方は、２階事務室へお願いします。�

日野郡新そばまつり�
　日野郡のそば店有志が集まって立ち上げました
「日野郡新そばまつり実行委員会」による、「日
野郡新そばまつり」が次のとおり開かれます。�
　みなさん、ぜひご来場ください。�
○日時　11月11日　10時～15時�
○場所　日野町根雨　日野総合事務所前駐車場�
○内容　手打ちそばの販売、そば打ち体験教室、そ
　　　　ばのちびっ子早食い競争、特産品の販売�
○問合せ先�
　日野郡新そばまつり実行委員会�
　　事務局長　田邊眞幸（そば処・かめや）�
　　　　　電話　83－0238�
　日野総合事務所県民課　電話　72－2084�
　役場農林課　　　　　　電話　75－3222

江府町で、コイヘルペスウイルス病の�
発生が確認されました�

　９月13日、武庫地区の庭池で、コイヘルペス
ウイルス病の感染が確認されました。�
　この病気は水を通じて感染します。今後の被害
区域の拡大を防ぐためにも、次のことにご協力く
ださい。�
☆釣りなどで捕獲したコイや、飼っているコイを
　他の川や池などに放流しない。�
☆死んだり、弱ったりしたコイを、川や池などに
　捨てない。土に埋めるようにしてください。�
　死んでいるコイや、弱っているコイをみつけた
ら、役場農林課　電話75－3222まで連絡をお願
いします。�

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION

元気！健やかこうふスタートアップ事業�
　町では、１歳未満のお子さんがいる世帯に、奥大山の

水を進呈する事業を始めました。�

　事業の内容は、次のとおりです。ご利用ください。�

○対象者�

　　町内在住者で、平成18年10月１日以降に生まれた

　子どものいる世帯。�

○引き換え方法�

　　対象世帯に引換券を交付します。水工場ヨーデルに

　電話で注文して、引換券と交換してください。�

○問合せ先　役場福祉保健課　電話75－6111
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江府町人権同和問題啓発標語�

明倫小学校４年　太　田　朱　音　いやなこと　一人でなやまず　話そうよ�
米沢小学校４年　下　垣　花　梨　分かち合おう　喜び悲しみ　友達と�

学年は応募があった平成18年度時点で掲載しています。�

●広域隣保活動の参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。�

行� あ� こ�事� れ� れ�

都合により、日程が変更される場合があります。�10月�

11月�

14

賃 金 �就業時間�年齢�所 在 地 �求人事業所名� 職 種 �

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。�

●求人情報に関する問い合せ先　米子公共職業安定所根雨出張所(TEL72-0065)

10月分�
求� 人� 募� 集�

フロント係� 132,000～149,600不問�休 暇 村 大 山 鏡 ヶ 成 �御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

レストラン係� 132,000～149,600不問�休 暇 村 大 山 鏡 ヶ 成 �御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

調理係� 147,20018～30休 暇 村 大 山 鏡 ヶ 成 �御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

大型ダンプ運転� 184,000～230,00025～50( 有 ) 森 　 　 　 　 　 和 �佐川159-12 8:00～17:00

製造ライン� 153,000～300,500不問�サントリー天然水(株)奥大山ブナの森工場� 笠良原1177 8:30～17:00

経理・財務・人事� 153,000～300,500不問�サントリー天然水(株)奥大山ブナの森工場� 笠良原1177 8:30～17:00

品質管理� 153,000～300,500不問�サントリー天然水(株)奥大山ブナの森工場� 笠良原1177 8:30～17:00

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �
�

15�

�

16�
�

17�

�
�

18�

�

�
�

19�

�

�

20�

�

21�

22�
�

23�
�

24�

�

25�

�

�

月�

�

火�
�

水�

�
�

木�

�

�
�

金�

�

�

土�

�

日�

月�
�

火�
�

水�

�

木�

�

公民館講座（絵手紙・油絵）�

職域卓球大会�

１歳６か月・２歳児健診�

公民館講座（太極拳）�

こころの健康まつり�

明徳学園�

ふれあいデー�

広域隣保活動（陶芸）�

たんぽぽ学級�

公民館講座（フラダンス）�

広域隣保活動（陶芸）�

公民館講座（ストレッチ）�

広域隣保活動（習字）�

公民館講座（グラスアート）�

広域隣保活動（カラオケ）�

ゴルフ教室（閉講）�

公民館講座（墨彩画）�

公民館講座（写真）�

公民館講座（フラダンス）�

こうふ太極拳クラブ�

ふれあいデー�

メタボリックシンドローム予防講習会�

たんぽぽ学級�

防災情報センター�

総合体育館�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

山村開発センター�

防災情報センター�

子供の国保育園�

高齢者創作館�

防災情報センター�

防災情報センター�

高齢者創作館�

防災情報センター�

明道児童館�

防災情報センター�

明道児童館�

グリーンパーク�

防災情報センター�

防災情報センター�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

13：30～�

18：00～�

�

19：00～�

10：30～15：15�

9：30～�

10：00～11：30�

19：00～�

19：00～�

14：00～�

19：00～�

19：15～�

13：30～�

13：30～�

19：30～�

14：00～�

13：00～�

13：30～�

19：30～�

9：30～11：30�

10：00～11：30�

13：00～�

19：00～�

受付�
13：00～13：30

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�
�

10�

�
�

11

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�
�

土�

�
�

日�

公民館講座（韓国料理）�

中学校文化祭（３日まで）�

町文化祭(作品展示) (11日まで)�

�

�

�

�

�

�

解放文化祭�

町文化祭（芸能発表会）�

解放文化祭�

俣野小学校学習発表会�

町文化祭（音楽発表会）�

防災情報センター�

江府中学校�

防災情報センター�

�

�

�

�

�

�

明道児童館�

ＪＡこうふ支所前�

明道児童館�

俣野小学校�

江府中学校�

10：30～�

9：00～�

8：30～�

�

�

�

�

�

�

8：30～21：00�

10：00～�

8：30～12：00�

9：00～�

13：30～�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

26�

�

27�

�

28�

29�

�

30�

�

31

金�

�

土�

�

日�

月�

�

火�

�

水�

公民館講座（パッチワーク）�

広域隣保活動（樹脂粘土）�

公民館講座（和紙折紙）�

広域隣保活動（カラオケ）�

�

�

慰霊祭�

２歳・３歳児健診�

公民館講座（太極拳）�

こうふ太極拳クラブ�

防災情報センター�

明道児童館�

防災情報センター�

明道児童館�

�

�

山村開発センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

13：30～�

9：30～�

10：00～�

19：30～�

�

�

10：00～�

�

19：00～�

9：30～11：30

受付�
13：00～13：30



《10月の納税は》�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　603日　（10月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　　　36日　（10月１日現在）�

火　　災�

ご　寄　付�

15

納付期限�

10月分�
平成19年11月30日まで�

　社会保険事務所から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（９月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　柿　原　奥田　昭美　本人退院�

　　下蚊屋　川上加代子　本人退院�

　　貝　田　遠藤　五鈴　本人退院�

◎香典返しとして�

　　柿　原　加藤　茂敏　母民子死去�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

町の人口　3,719人（－４）�

男　1,748人（－１）�

女　1,971人（－３）�

�

世帯数　1,161世帯（－１）�

�

９月末現在（　　）は前月比�

人の動き�９月届�
（敬称略）�

・町県民税（第３期）�

・国民健康保険税�
　　　　　（第５期）�

・介護保険料（第５期）�

納期限は10月31日(水)です。�
（口座振替は10月31日）�

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条で、「何人も、みだりに
廃棄物を捨ててはならない。」とされています。廃棄物を処分するた
めには、法律に基づく許可を受ける必要があます。たとえ自分の土地
であっても、許可を受けていない場所は不法投棄になります。�
　不法投棄を行ったものには、５年以下の懲役若しくは1,000万円以下
（法人の場合は１億円以下）の罰金に処せられまたは併科されます。�
　不法投棄は地域の美観を損なうだけでなく、環境汚染を招くことも
あり、一部の違法者のために多くの方が迷惑するのは許されないこと
です。�
　また、不法投棄の処理には税金が使われています。町民全体が不法
投棄に関心を持ち、監視の目を光らせ、不法投棄を防止しましょう。�

　美用集落では、財団法人自治
総合センターが行う自治宝くじ
の普及広報事業一般コミュニテ
ィ助成事業で、公民館広場フェ
ンスと照明施設を整備しました。�

�

�

◎ご結婚を祝します�

清水　星弥　　小江尾�

入江明日香　　伯耆町から�

遠藤　　進　　貝田�

長谷川祥子　　米子市から�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

柿　原　加藤　民子　83歳　　茂敏�

)
)

ごみの不法投棄は禁止されていますごみの不法投棄は禁止されています�ごみの不法投棄は禁止されています�

平成19年度コミュニティ助成事業で整備�

第24回 解放文化祭�
私たちひとり一人の心の中に、咲かせよう人権の花�

○日　　時　11月10日　８時30分から21時�
　　　　　　　　 11日　８時30分から12時�
○場　　所　本町五丁目集会所�
○日　　程　・作品展示　10日　８時30分から21時�
　　　　　　　　　　　　11日　８時30分から12時�
　　　　　　・文芸発表　10日　18時30分から21時�
　　　　　　＊山林闘争50周年　ブラックライト「山林闘争」を上演�
　　　　　　　します。�
　　　　　　・その他のイベント�
　　　　　　　カラオケ大会　　　11月11日　９時から12時�
　　　　　　　江府中学校生徒作品展示即売コーナー�
　　　　　　　　　　　　　　　　11月10日　17時から�
　　　　　　・サービスコーナー　　コーヒー　10日から11日�
　　　　　　　　　　　　　　　　　おにぎり　10日　18時から�
　　　　　　　　　　　　　　　　　団子汁　　11日　９時30分から�

カラオケ大会�
飛び入り�
大歓迎です�
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す
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季
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九
月
二
十
九
日
に
子
供
の
国
保
育
園
、
三
十
日
に

は
、
江
尾
地
区
の
町
民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
両
日
と
も
、
今
ま
で
の
暑
さ
が
一
転
し
て
、
肌
寒

い
日
と
な
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
運
動
会
に
参
加
し
た
園
児
、
保
護
者
、

町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
は
つ
ら
つ
と
競
技
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。�

　
競
技
中
に
転
倒
す
る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ケ
ガ
も
な
く
楽
し
い
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。�




